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【お問い合わせ】

Gallery PARC ［グランマーブル ギャラリー・パルク］
〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル　［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］  2F
【Tel＆Fax】 075-231-0706　　【Mail】 galleryparc@grandmarble.com　　【 HP 】 http://www.grandmarble.com/parc/

 【ワープトンネル ： 加納俊輔 個展】  
WARP TUNNEL ： KANO Shunsuke Solo Show
2011年6月21日（火） ─ 7月3日（日）  11：00～19：00 ※月曜休

本展の周知にご協力くださいますようよろしくお願いします。
※本展の周知・広報にご協力頂ける際に、広報用画像をご用意しております。本リリース掲載画像からご希望の画像番号および掲載媒体情報を明記の上、Gallery 
PARC【galleryparc@grandmarble.com】迄ご連絡ください。尚、個人の鑑賞および利用を目的とする場合は、画像の貸出しはお断りしておりますのでご了承ください。

　展覧会名　ワープトンネル ： 加納俊輔 個展 │WARP TUNNEL ： KANO Shunsuke Solo Show

　出品作家　加納俊輔（かのう・しゅんすけ）

　会　　期　2011年6月21日（火） ─ 7月3日（日） 11：00～19：00　※月曜休廊

　イベント　「アーティストトーク」　2011年6月25日（土）17：00～　
 　　ゲストに安河内宏法氏（京都市美術館学芸員）をお招きし、加納俊輔と対談形式でトークします。

　会　　場　Gallery PARC（グランマーブル ギャラリー・パルク）
 　　〒604-8082 京都市中京区三条通御幸町弁慶石町48　三条ありもとビル［ル・グランマーブル カフェ クラッセ］2階
 　　【Tel＆Fax】 075-231-0706　【Mail】 galleryparc@grandmarble.com　【 HP 】 http://www.grandmarble.com/parc/

　アクセス　阪急河原町駅・三条京阪駅より徒歩10分、地下鉄東西線京都市役所前駅より徒歩3分

【1】　WARP TUNNEL_01 　　2011　type C print

ご案内

Gallery PARC［グランマーブル ギャラリー・パルク］
では、2011年6月21日から7月3日まで、「ワープトン
ネル ：加納俊輔 個展 」を開催いたします。

2010年に京都嵯峨芸術大学大学院芸術研究科を修了
した加納俊輔（かのう・しゅんすけ　大阪・1983～）は、
おもに身近な風景をとらえた写真の一部に手を加え
ることで、「現実：非現実」や「リアル：フィクション」の
境界線を消失させ、そこに現実のすぐ側にあるかのよ
うな「パラレルワールド」を出現させます。

たとえば新作となる作品【1】《WARP TUNNEL_01》。
何気ない街角の風景には、まるで「異世界への入り口」
がポッカリと開いたかのような、もうひとつの光景を
見ることが出来ます。また、作品【2】《B&B_13》は、バ
イクのミラーや木漏れ日の写真の中に、マンガの一コ
マを構成するそれぞれの要素を見ることができ、そこ
に現実と非現実が綯い交ぜとなった状態（世界）をつ
くり出しています。

加納は、写真が持つリアリティはそのままに、そこか
ら「被写体の意味」や「撮影者のドキュメント」といっ
た大きな要素を可能な限りそぎ落とすことで、「写真」
を「写真そのもの」として、様々な要素や意味が混沌と
して混じりあう状態を提示しています。

鑑賞者である私たちは、作品を前にそれまでの写真の
見方や文法を見失い、一瞬の戸惑いを覚えるかもしれ
ません。しかし、その後に目の前の異世界と現実の境
界線は消失し、どちらもが綯い交ぜとなっていく感覚
を楽しんでいただけるのではないでしょうか。
本展は新作を中心に、写真作品と立体物との組み合
わせによる展示など、ギャラリー・パルクの空間を活
かした構成により展開します。

また、6月25日（土）17：00よりアーティストトークを
開催。京都市美術館学芸員・安河内宏法氏をゲストに
お招きして、加納の作品についてトークします。
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【2】　B&B_13　　2009　　type C print　　975×490mm

【3】　L.S.tripod　　2010　　type C print　　975×975mm 【4】　rotary engine　　2010　　type C print, lumber, vinyl tape　　dimensions variable

加納 俊輔

【コンセプト】
互いにはっきりと声を発し、しかも、それをちゃんと聞き取れているのに、なぜかまっ
たく会話が成立しない状態。
交わす音の輪郭もはっきりしていて、その音が「何であるか」もわかるのに、しかし、な
ぜかまったく「意味」が分からないというような状態がつくれたらすごいなって思い
ます。
この状態って、かなり不安になると思いますが、何かまったく別の解釈に繋がる可能
性を感じます。
それは、すごく複雑で抽象的な状態ですが、たぶん、ただ単純に無茶苦茶っていうわけ
ではないと思います。

【ステイトメント】
写真はいつも、必ず「被写体の意味」や「撮影者のドキュメント」などの意味に回収され
る「何かの写真」です。
しかし、ぼくは写真を「写真として扱う」ことで、そこに「被写体の意味」や「撮影者のド
キュメント」に回収されない部分が、少し見えてくるのではないかと考えています。
「写真」それ自体であり、「撮影者のドキュメント」でもあり、「被写体の意味」からも逃
れることはできないのですが、これらが綯い交ぜとなることで「一つの意味」に回収さ
れることのない複雑な状態に惹かれます。
今は幾何学形体を強調すること、立体を横に置くこと、展示構成などの様々な方法で
「写真を写真として扱う」ということを考えたいと思っています。

【作家略歴】

加納 俊輔　Kano shunsuke
2008 - 京都嵯峨芸術大学芸術学部造形学科 卒業
2010 - 京都嵯峨芸術大学大学院芸術研究科 修了

［展覧会］
2009 - サークルチェンジ（gallery Den / 大阪）
2008 - one room`08（京都嵯峨芸術大学クラブ棟 / 京都）
          - Thinking Print vol,2 －もう1つの写真表現（京都芸術センター）
          - Curator`s Eye 2008 "KANO works"（Gallery Maronie / 京都）
          - one room 3 "ライフサークル"（元立誠小学校 / 京都）
2007 - one room（京都嵯峨芸術大学クラブ棟 / 京都）
          - Uchu（gallery Den 58 / 大阪）
2006 - hangable（FUKUGAN GALLERY / 大阪）

［メディア］
「Young PhotoGraphers File 2008_01」、PhotoGRAPHICA、2008年夏号、vol.11
『「日常」と「無意味」の罠』、清水穣、美術手帖、2009年3月号、vol.61 no.919、p88


